
 

 

 

『言って聞かせ，やってみせ，やらせてみて 

ほめてやらねば 人は動かない！』 （山本五十六） 
              校長 菊池 悟 
５月号で『子どもの自立を育てる』について記述しましたが，そ

の中の大切な要素の一つである『自己肯定感』について，もう少し

お話ししてみたいと思います。 

前回でもふれましたが，自己肯定感とは、 

 

ありのままの自分を肯定する感覚のことです。他人と比べることなく、自分をか 

けがえのない存在として肯定する、誰かに好意的に受け止められることで生まれま 

す。自己肯定感が高いことは、前に進むための原動力となり、仕事（行動）を進め 

る上でも重要な感覚です。自己肯定感が高い人の特徴としては、物事に対して前向 

きで、努力を堪能できるなどがあります。また逆に、自己肯定感が低い人は、他者 

と比較する癖がある、過去にトラウマがある、他者に依存するなどの特徴があります。 

 

 では，今現在の子どもたちの状態はどうなのでしょうか。もちろん個人差はあるので

すが，実は全国学力調査の質問紙や心情調査（学校たのしぃーと／アンケート）結果等

を見てみると，非常に自己肯定感の低い子どもたちが多くいるという結果が出ています。

この状態は本校の子どもたちだけでなく，全国的な傾向でもあるのです。 

 では，子どもたちの自己肯定感を育てるには，どうしたらよいのでしょうか。それは

「ほめる」「認める」が必要不可欠なのですが，そもそも子どもは大人に比べ，経験値も

少なく，「間違える」「失敗する」が先行します。つまり「しかられやすい・怒られやす

い存在」なのです。そうして，やって良い事，悪いことの善悪も学んでいくのですが，

ずっとしかられっぱなし，注意されっぱなしの状態が続くと，自分は悪い子だ，何をや

ってもだめな子だと思い込み，自己肯定感がどんどん低くなると共に，内にこもったり，

マイナス的な行動を取るようになってきたりします。そこで私たち大人の出番です。私

たちも多くの失敗を重ね，しかられ，おこられ現在に至りますが，基本的に未熟な子ど

もたちにとっては，「しかる」よりも「教える」姿勢・「できたこと，できるように頑張

っている姿など」を優先的に「ほめる」「認める」を心がけてみてください。 

 子どもたちの自己肯定感を共に高めていきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和６年度 

学校だより 

６月号 

【 経営方針 】 

笑顔 あいさつ 

夢いっぱいの犬田布小 

☆６・７月の主な行事予定☆ 

６/２１ 金 西部地区3校交流学習 

６/２８ 金 

学校保健委員会 

校区青少年健全育成連絡会 

学校運営協議会 

７/ 2 火 教育相談（～８日） 

７/１３ 土 
未来の伝承者奄美群島日本復帰学

習会（３～６年） 

7/19 金 １学期終業式 

 

初任研補充指導教員の富本哲弘先生が,３年学級

で即興ギターを披露してくださいました。先生の歌

声とギターの音色に子どもたちもうっとり。 

🌷🌷🌷新しい先生の紹介です 🌷🌷🌷 

折田
お り た

 卓己
た く み

先生 : 初任者研修指導教員 

 天城小学校を最後に 36 年間の教職生活を

終え，４月から初任者の指導教員として犬田布

小・天城小・亀津小の３校で勤務することにな

りました。喜念の出身で町内では，面縄小，鹿

浦小での経験があります。徳之島の子供たち

のために一生懸命頑張りますので，どうぞよろ

しくお願いいたします。 

実物のハブの牙を見せてもらった子どもたちは

びっくり。関さんからハブの危険から身を守る方法

など教えていただきました。ハブ咬傷予防教室 

「若葉かおる会」の方が読み聞かせに来てください

ました。お話の世界をたっぷりと楽しんでいる子ど

もたち。もっといろんなお話聞きたいなあ。 

仲良し音楽では，島唄歌唱の練習をしています。

歌う前に島口歌詞の説明をしてくださいます。全校

児童で歌う島唄発表が今から楽しみですね。 

待ちに待った修学旅

行が 5 月 21 日～23 日に

行われました。阿権小・

糸木名小の友達と一緒

に沖縄の名所や観光地

を巡り，夜はホテルでお

いしい沖縄料理をいた

だきました。修学旅行の

思い出話もたくさん聞

かれたことでしょう。 


